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東海村の民話紙芝居の原画
と、茨城県の民話を題材にし
た布絵を、２フロアに分けて
展示します。現代社会で忘れ
かけていた心温まる民話の表
現を、比較鑑賞しながらお楽しみ下さい。
期間▼11月17日（日）～30日（土）
時間▼午前10時から午後７時（最終日は午後２時）まで
場所▼ギャラリーＡ・Ｂ

【関連企画を開催します】
「作家による作品解説･東海村民話再生の会による紙
芝居上演・常陸みんわの会による布絵みんわ語り」
日時▼11月24日（日）午後０時45分～３時
場所▼ギャラリーＡ・Ｂ

企画展「今、伝えたい ―東海村と茨城のむかし話」
紙芝居原画 × 布絵

場　　　所▼ＪＲ東海駅（ギャラリーＡ…駅舎２階、
ギャラリーＢ…駅舎１階）

問い合わせ▼東海駅コミュニティ施設管理室（☎287-
3680）

東海村文化協会に所属する
５人の作家によるコラボレー
ション展です。絵画、写真、
彫刻、生け花のほか、賛助出
品として「仏画／仏像彫刻」

「フェルト／水引」などの作品
を併せて展示します。
期間▼12月１日（日）～７日（土）
時間▼午前９時から午後５時（最終日は午後３時）まで
場所▼ギャラリーＡ
その他▼12月１日（日）午後１時30分から、ギャラ

リートークと箏の演奏を行います。

「温故知新Ⅲ ～それぞれの視点～」

何度も足を運び撮影した四
季折々の山々や花などの美し
い風景写真のほか、与那国島
の馬たちの優しいまなざし
や、里山で見掛けた山野草を
題材にした日本画など、50点
を展示します。
期間▼11月10日（日）～16日（土）
時間▼午前10時から午後５時（最終日は午後３時）まで
場所▼ギャラリーＡ

「薄井實 写真と日本画展」
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